
第２２期第２８回筑前海区漁業調整委員会次第

１ 日 時 令和６年３月１４日（木） １４：００～

２ 場 所 福岡県庁４階 漁業調整委員会室

３ 議 題

（１）特定水産資源の福岡県知事管理漁獲可能量の変更について（諮問）

資料１

（２）宗像地区におけるまき網漁業の４月操業について（協議）

資料２

（３）かます流しさし網漁業の許可方針について（協議）

資料３

（４）漁業権に係る資源管理の状況等の報告について（報告）

資料４

（５）第２２期第４回響灘連合海区漁業調整委員会について（報告）

資料５

（６）第４３回日本海・九州西広域漁業調整委員会について（報告）

資料６

（７）その他

資料７
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特定水産資源の知事管理漁獲可能量の変更について（諮問） 

 

水産振興課漁船漁業係 

【概要】 

・知事は、福岡県資源管理方針に即し、農林水産大臣から定められた都道府県

別漁獲可能量について、「知事管理漁獲可能量」を定めるものとなっている。 

・今般、令和５管理年度「くろまぐろ（小型魚）」の都道府県別漁獲可能量に

ついて、知事管理漁獲可能量を変更する必要がある。 

・このため、水産庁からの通知があり次第、知事管理漁獲可能量を変更するこ

とについて、法第 16 条第２項の規定※に基づき筑前海区漁調委に諮問を行う

もの。 

※法第 16 条第２項：都道府県知事は、知事管理漁獲可能量を定めようと（変更しようと）するときは、

関係海区漁業調整委員会に意見を聴かなければならない。 

 

【知事管理漁獲可能量の変更について】 

・福岡県資源管理方針で、「くろまぐろ（小型魚）」の都道府県別漁獲可能量の

知事管理区分への配分基準を下記のとおりとしている。 

〇都道府県別漁獲可能量の知事管理区分への配分基準 

くろまぐろ（小型魚）：全量を福岡県くろまぐろ（小型魚）知事管理区分に配分 

・「くろまぐろ（小型魚）」については、現在、都道府県別漁獲可能量が 20.3ト

ンであり、その全量を福岡県くろまぐろ（小型魚）知事管理区分に配分して

いたが、今回、本県に定められた都道府県別漁獲可能量の 1.5 トンを譲渡し、

18.8 トンとすることで協議が調ったため、福岡県くろまぐろ（小型魚）知事

管理区分を 18.8 トンに変更するもの。 

・なお、漁獲量が都道府県漁獲可能量の８割以上を達成すれば、翌管理年度に

追加配分が得られるため、現在の漁獲量が 15.3トンであることから、都道府

県漁獲可能量を 18.8 トンとした 

 

表 本県で変更しようとする都道府県別漁獲可能量及び知事管理漁獲可能量 

特定水産資源 令和５管理年度 
都道府県別 

漁獲可能量 

知事管理漁獲可能量 

知事管理区分 配分数量 

くろまぐろ 

（小型魚） 
4/1～3/31 18.8 トン 

福岡県くろまぐろ 

（小型魚）知事管理区分 
18.8 トン 

下線部：今回諮問事項    

【別紙】 

・資料 1-2 知事管理漁獲可能量に係る告示案 

 資料 1-3 都道府県別漁獲可能量の変更の通知 

資料 1-4 福岡県資源管理方針（抜粋） 
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５水管第3315号

令和６年３月７日 

福岡県知事 殿 

                          農林水産大臣 坂本 哲志 

くろまぐろに関する令和５管理年度における都道府県別漁獲可能量の変更の通知 

くろまぐろに関する令和５管理年度における都道府県別漁獲可能量の変更の通知につい

て、漁業法（昭和24年法律第267号）第15条第６項の規定に基づき、下記の表のとおり

都道府県別漁獲可能量を変更したので、同項において準用する同条第４項の規定に基づき、

通知します。 

記 

（表） くろまぐろに関する令和５管理年度における都道府県別漁獲可能量の変更の通知 

特定水産資源 変更した都道府県別漁獲可能量 
（福岡県分） 

（変更前） （変更後） 

くろまぐろ（小型魚） 20.3トン 18.8トン 

くろまぐろ（大型魚） 8.7トン 8.7トン 
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（別紙１－３） 

第１ 特定水産資源 

くろまぐろ（小型魚） 

第２ 知事管理区分及び知事管理区分ごとの漁獲量の管理の手法等 

福岡県くろまぐろ（小型魚）知事管理区分 

⑴ 当該知事管理区分を構成する事項 

当該知事管理区分を構成する事項は、次のとおりとする。 

① 水域 

中西部太平洋条約海域（漁業の許可及び取締り等に関する省令（昭和 38 年農林省

令第５号）第１条第１項第 1 号に掲げる海域をいう。） 

② 対象とする漁業 

福岡県に住所又は主たる事務所その他の事業所の所在地がある者が行う沿岸くろ

  まぐろ漁業（日本海・九州西広域漁業調整委員会指示に掲げる漁業をいう。）及び

  くろまぐろ（小型魚）を採捕する漁業（大臣管理区分を除く。） 

③ 漁獲可能期間 

周年 

⑵ 漁獲量の管理の手法等 

当該知事管理区分における管理の手法は、漁獲量の総量の管理とし、漁獲量等の 

報告期限は、次のとおりとする。 

① 当該管理年度中（②に規定する場合を除く。） 

陸揚げした日からその属する月の翌月 10 日まで 

② 知事が法第 31 条の規定に基づく公表をした日から当該管理年度の末日まで（漁獲

   可能量の追加配分等により当該知事管理区分の漁獲量の総量が当該知事管理漁獲可

   能量を超えるおそれがなくなったと認めるときは、この限りではない。） 

陸揚げした日から３日以内（行政機関の休日に関する法律（昭和 63 年法律第 91

号）第１条第１項に規定する行政機関の休日は算入しない。） 

第３ 漁獲可能量の知事管理区分への配分の基準 

本県において漁獲されるくろまぐろはわずかであることから、採捕の種類別、海域

別又は期間別の数量は定めないこととし、全量を福岡県くろまぐろ（小型魚）知事管

理区分に配分する。 

第４ その他資源管理に関する重要事項 

   知事管理区分の漁獲量の公表について、法 31 条に定める場合に該当するか否かにつ

いては、当該知事管理区分の漁獲量が当該知事管理漁獲可能量の７割を超えるときを

基準として、漁獲量の推移に応じて判断する。 
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あじ・さばまき網漁業（４月操業）許可方針 
 
１ 制限措置に関する事項 

（１）許可枠及び住所要件 

次表のとおり区域ごとに許可する船舶等の数の上限を設ける。漁業許可は次表に掲

げる住所を有する者（漁業協同組合に加入している者については、その漁業協同組合

の住所に読み替えるものとする。）に対してのみ行うこととする。 

区域名 
許可する船舶

等の数の上限 
住所要件 

宗像地区 

（鐘崎、大島） 
５ 宗像市 

  

（２）船舶の総トン数 

網船は１５トン未満とする。 

 

（３）操業区域 

   筑前海区海面 

 

（４）漁業時期 

４月１５日から４月３０日まで 

 

（５）漁業を営む者の資格 

（１）に記載の住所要件のほか、漁業を営む者の資格は次のとおりとする。 

過去３年間において操業実績のあった者（５～１２月操業含む。）。 

 

２ 許可の有効期間 

  ５年又は一斉更新までの残存期間とする。ただし、漁業違反が多発する場合等、漁業

調整のため必要な限度において、筑前海区漁業調整委員会の意見を聴いて、５年より短

い期間を定めることがある。 

 

３ 条件 

（１）最大高潮時海岸線から８海里以内の海域においては操業してはならない。 

 （２）日の出から日没までの間は操業してはならない。 

  （３）まき網漁業の付属船は、知事の認可を受けた船舶以外を使用してはならない。 

（４）まき網漁業に使用する漁船には、１漁船につき集魚灯に使用する電球１０キロワ

ットをこえる電気設備をしてはならない。 

（５）まき網漁業には、１統につき網船を含み３隻をこえる灯船を使用してはならない。 

（６）なまこを採捕してはならない。 

 

４ 休業届 

    やむを得ず漁業を休業する場合は、様式第１号により休業届を提出するものとする。 

 

５ 申請書の添付書類等 

     許可申請者は、本漁業に使用する付属船（灯船，魚探船，運搬船）に関し、別に定

める「あじ・さばまき網漁業に係る付属船の認可要領」により必要書類を提出するも

のとする。 
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６ 資源管理の状況等の報告 

許可を受けた者は、翌月の末日までに報告すること。 

 

附 則 

この許可方針は令和２年１２月１日から施行する。 

 

附 則 

この許可方針は令和５年１２月１４日から施行する。 
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（様式第１号） 

 

あじ・さばまき網漁業休業届 

 

   年  月  日 

 

福岡県知事                   殿 

 

 

 

                                   住所 

 

                                   氏名 

 

 

 

  下記理由により〇〇年度はあじ・さばまき網漁業を休業しますので届出します。 

 

 

記 

 

 

   休業の理由 
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あじ・さばまき網漁業に係る付属船の認可要領 

 

 あじ・さばまき網漁業は、許可船（網船）及び付属船によって構成される「船団」によ

って操業される。当漁業に使用する付属船の認可については、この要領により処理するも

のとする。 

 

１ 付属船の種類（使用区分） 

    付属船の種類は、灯船，魚探船，運搬船とし、その使用区分の重複は認めるが、使用

 区分に記載されていない業務を行ってはならない。 

 

２ 付属船の認可基準 

（１）付属船の認可隻数は、６隻を上限とする。漁業協同組合経営のまき網に限り９隻を

上限とするが、実際の操業に使用できるのは認可された内の６隻以内とする。 

（２）付属船は、福岡県の漁船登録を受けた総トン数２０トン未満の船舶でなければなら

  ない。また、１船団当りの付属船の合計総トン数は１００トン未満でなければならな

  い。 

 

３ 船団の構成 

    船団の構成は、原則として同一漁業協同組合内に限る。ただし、経営の合理化等やむ

を得ない理由により船団の構成が他組合にまたがる場合は、筑前海区漁業調整委員会と

協議の上処理する。 

 

４ 認可申請書類について 

  まき網漁業の許可申請者は、申請時にあじ・さばまき網漁業付属船認可申請書（様式

第１号）を添付しなければならない。 

付属船の変更が生じたときは、あじ・さばまき網漁業に使用する付属船変更認可申請

書（様式第２号）を提出しなければならない。 

 

５ まき網漁業付属船認可証 

    認可した付属船については、様式第３号により申請者に対し認可証を交付する。 

 

附 則 

 この要領は、令和２年１２月１日から施行する。 
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（様式第１号） 

 

あじ・さばまき網漁業付属船認可申請書 

 

    年  月  日 

 

 福岡県知事                   殿 

 

 

 

                                   住所 

 

                                   氏名 

 

 

 

  あじ・さばまき網船     丸に係る付属船として下記船舶を使用したいので認可下

さいますようお願いします。 

記 

 

 

 使用区分 

 

 船  名 

 

漁船登録番号 

 

総トン数 

 

馬 力 数 

 

 使用者氏名 

 

 

 

        丸 

 

FO  - 

 

      トン 

 

    馬力 

 

 

 

 

 

        丸 

 

FO  - 

 

      トン 

 

    馬力 

 

 

 

 

 

        丸 

 

FO  - 

 

      トン 

 

    馬力 

 

 

 

 

 

        丸 

 

FO  - 

 

      トン 

 

    馬力 

 

 

 

 

 

        丸 

 

FO  - 

 

      トン 

 

    馬力 

 

 

 

 

 

        丸 

 

FO  - 

 

      トン 

 

    馬力 

 

 

 

 

 

        丸 

 

FO  - 

 

      トン 

 

    馬力 

 

 

 

 

 

        丸 

 

FO  - 

 

      トン 

 

    馬力 

 

 

 

 

 

        丸 

 

FO  - 

 

      トン 

 

    馬力 
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（様式第２号） 

 

あじ・さばまき網漁業付属船変更認可申請書 

 

    年  月  日 

 

福岡県知事                   殿 

 

 

 

                                   住所 

 

                                   氏名 

 

 

 

  あじ・さばまき網船     丸に係る付属船について下記のとおり船舶を変更したい

ので認可下さいますようお願いします。 

 

記 

 

１  使用船舶 

 

 

 

変更前 

 

変更後 

 

 使用区分 

 

 

 

 

 

   船  名 

 

                        丸 

 

                        丸 

 

漁船登録番号 

 

  ＦＯ  － 

 

  ＦＯ  － 

 

  総トン数 

 

                       トン 

 

                       トン 

 

  馬 力 数 

 

                       馬力 

 

                       馬力 

 

 使用者氏名 

 

 

 

 

   

２ 変更理由 
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（様式第３号） 

 

 

あじ・さばまき網漁業付属船認可証 

 

  あじ・さばまき網船            丸（許可番号       ）に係る付属船について

は下記のとおり認可します。 

 

記 

 

 

 使用区分 

 

 船  名 

 

漁船登録番号 

 

総トン数 

 

馬 力 数 

 

 使用者氏名 

 

 

 

        丸 

 

FO  - 

 

      トン 

 

    馬力 

 

 

 

 

 

        丸 

 

FO  - 

 

      トン 

 

    馬力 

 

 

 

 

 

        丸 

 

FO  - 

 

      トン 

 

    馬力 

 

 

 

 

 

        丸 

 

FO  - 

 

      トン 

 

    馬力 

 

 

 

 

 

        丸 

 

FO  - 

 

      トン 

 

    馬力 

 

 

 

 

 

        丸 

 

FO  - 

 

      トン 

 

    馬力 

 

 

 

 

 

        丸 

 

FO  - 

 

      トン 

 

    馬力 

 

 

 

 

 

        丸 

 

FO  - 

 

      トン 

 

    馬力 

 

 

 

 

 

        丸 

 

FO  - 

 

      トン 

 

    馬力 

 

 

 

 

         年  月  日    

 

 

                    福岡県知事       

 

 

-9-



資  料  ３ 

（22期 28 回筑前漁調委） 

（ Ｒ ６ ． ３ ． １ ４ ） 

 

かます流しさし網漁業の許可について 

 

漁業管理課 

 

１．経過 

 R5.12.19   福岡市漁協より「かますを目的とした流しさし網漁業の許可

について」要望書提出（別紙１） 

               要望内容 

操業区域：博多湾口、筑共第８号共同漁業権漁場 

筑共第９号共同漁業権漁場のうち博多湾口部分 

漁業時期：７月１日から 10 月 31 日まで 

操業時間：日の出１時間から日没まで 

操業隻数：57 隻（西浦、唐泊、玄界島、姪浜、箱崎、奈

多、志賀島、弘） 

操業内容：小型底びき網、さわら曳き縄を優先 

網の上手、下手に灯浮標設置 

 R5.12～R6.1  市漁協関係支所ヒアリング 

 

２．県の対応 

 ・日の出前に魚群を形成するカマス資源の有効利用、適正操業を図るため

「かます流しさし網」漁業の許可を新設。 

 ・別紙２をもとに関係漁協、関係団体に意見聴取し、特段意見なし。 

 ・別紙３のとおり、許可方針（案）を作成。 

 ・許可証交付時、関係漁協等に「かます流しさし網」漁業の開始を周知。 

 

３．今後のスケジュール（見込み） 

  令和６年３月   許可方針協議(漁調委) ← 今回 

  令和６年４月   許可の制限措置・申請期間諮問（漁調委） 

  令和６年５月   申請期間 

  令和６年６月   審査・許可証交付 

  令和６年７月１日 操業開始 
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かます流し刺し網漁業許可方針（案） 

 

１ 制限措置に関する事項 

（１）許可枠及び住所要件 

次表のとおり区域ごとに許可する船舶等の数の上限を設ける。漁業許可は次表に掲

げる住所を有する者（漁業協同組合に加入している者については、その漁業協同組合

の住所に読み替えるものとする。）に対してのみ行うこととする。 

区域名 
許可する船舶

等の数の上限 
住所要件 

福岡地区 ５７ 福岡市 

 

（２）操業区域 

   筑前海区海面 

 

（３）漁業時期 

７月１日から１０月３１日まで 

 

（４）漁業を営む者の資格 

（１）に記載の住所要件のほか、漁業を営む者の資格は次の各号に該当する者とする。 

一 きす流しさし網漁業の許可を受有している者 

二 筑共第８号共同漁業権漁場を操業する者にあっては、博多湾管理委員会の

同意を得ている者 

三 筑共第９号共同漁業権漁場を操業する者にあっては、筑共第９号漁業権管

理委員会の同意を得ている者 

 

２ 許可の有効期間 

  ５年又は一斉更新までの残存期間とする。ただし、漁業違反が多発する場合等、漁業

調整のため必要な限度において、筑前海区漁業調整委員会の意見を聴いて、５年より短

い期間を定めることがある。 

 

３ 条件 

 （１）次の各号に掲げる海域においては操業してはならない。 

   一 福岡市東区大字勝馬の志賀海神社沖津宮（通称、明神）の山頂（以下、「Ａ

点」という。）と玄界島港第１号防波堤灯台（以下、Ｂ点）を通る直線以北の

海域 

   二 福岡市西区西浦岬灯台を基点とした真北線及び真南線以西の海域 

   三 筑共第３号及び筑共第６号共同漁業権漁場 

   四 筑共第８号共同漁業権漁場除外区域 

別紙３ 
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   五 筑共第９号共同漁業権漁場のうち、次のイ、ロ、ハ及びニを順次に結んだ直線

並びにニ及びイの間の最大高潮時海岸線とによって囲まれた海域以外の海域 

    基点第 13 号 叶鼻（福岡市東区大字志賀島）西南端に設置した標柱 

    基点第 14 号 明神鼻（福岡市東区大字勝馬）に設置した標識 

     イ Ａ点 

     ロ 基点第 13 号から真方位 233 度 10 分 1,480 メートルの点と基点第 14 号か

ら真方位 299 度 10 分 3,400 メートルの点を結んだ線と、Ａ点とＢ点を結ぶ

線の交点 

     ハ 基点第 13 号から真方位 233 度 10 分 1,480 メートルの点 

     ニ 基点第 13 号 

   六 区画漁業権漁場（当該区画漁業権免許上の漁業時期に限る。） 

   七 筑共第８号共同漁業権漁場（博多湾管理委員会の同意がない場合） 

   八 五に掲げる海域以外の筑共第９号共同漁業権漁場（筑共第９号漁業権管理委員

会の同意がない場合） 

（２）１隻が１回の操業で使用する網漁具の量は、２統以下でなければならない。 

 （３）使用する網漁具１統当りの総延長は、浮子方で２５０メートル以内でなければ 

ならない。 

 （４）１隻が１日の操業で網を入れる回数は網１統につき１回でなければならない。 

（５）網目は、９節より荒目のものを使用してはならない。 

（６）網丈は２メートルを超えてはならない。 

 （７）午前９時から日の出１時間前までは操業してはならない。 

 （８）操業中は、漁具の両端に灯浮標を付けなければならない。 

 （９）７月１日から９月 30 日の期間中、なまこを採捕してはならない。 

               

４ 操業上の注意事項（許可証に注記） 

 ・ 原則として、網を入れてから１時間以内で網を揚げること。 

 ・ 原則として、灯浮標には上手側に赤白、下手側に青白が点灯するものを付けること。 

 ・ 網を入れてから網を揚げるまでの間、当該海域にて使用船舶の回転灯を点灯させた

うえで待機すること。 

 

５ 資源管理の状況等の報告 

許可を受けた者は、毎年の漁業時期終了の翌月末日までに報告すること。 

 

６ その他申請に必要な書類 

 ・博多湾管理委員会の同意書（筑共第８号共同漁業権漁場で操業する場合） 

 ・筑共第９号漁業権管理委員会の同意書（筑共第９号共同漁業権漁場で操業する場合） 

 

附 則 

この許可方針は令和６年 月 日から施行する。 
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漁業権に係る資源管理の状況等の報告について 

 

令和６年２月２０日 

漁業管理課漁業調整係 

 

◯漁業権者は、その有する漁業権の内容たる漁業について、資源管理の状況や漁場の活用の

状況について１年に１回以上県知事に報告しなければならない（漁業法第 90 条第１項、

漁業法施行規則第 28 条第 1 項）。 

 

◯県知事は、報告を受けた事項について、意見を付して１年に１回以上海区漁業調整委員会

に報告しなければならない（漁業法第 90 条第２項、漁業法施行規則第 28 条第３項）。 

 

◯報告をすべき事項（漁業法施行規則第 28条第２項） 

 １ 漁業権の種類及び免許番号 

 ２ 報告の対象となる期間 

 ３ 資源管理に関する取り組みの実施状況 

 ４ 操業日数、漁獲量その他の漁場の活用の状況 

 ５ 団体漁業権にあっては、組合員行使者の数及び組合員行使権の行使の状況 

 ６ その他必要な事項 

 

◯筑前海区の漁業権免許状況 

 ・第１種、第２種共同漁業権  21 件 

 ・第３種共同漁業権   10 件 

 ・第１種区画漁業権   54 件 

 

【参考】漁業権に係る漁業の区分（漁業法第 60 条） 

共同漁業 第１種 藻類、貝類等の定着性の水産動植物を対象とする漁業 

（アワビ、ウニ、ワカメなどの採介藻漁業） 

第２種 網漁具を固定して営む漁業 

（かご、固定式刺し網、小型定置網など） 

第３種 つきいそ漁業 

（石などを投入して漁場を造成して行う釣り漁業など） 

区画漁業 第１種 一定の区域内において石、瓦、竹、木等を敷設して営む養殖業 

（筏式カキ養殖、延縄式ワカメ養殖など） 
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令和4年度　漁業権に係る資源管理の状況等の報告状況

報告の対象となる期間 ： 令和４年４月１日～令和５年３月３１日

行使権者数 実行使者数

（人） （延べ人数）

共同 筑共第1号 第1,2種 （略） 佐賀県境～糸島市地先 糸島 野北を除く全支所 団体 338 328 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第2号 第1,2種 （略） 烏帽子島（糸島市沖）周辺 糸島 野北を除く全支所 団体 338 18 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第3号 第1,2種 （略） 糸島市～福岡市西区地先 糸島 野北 団体 39 45 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第3号 第1,2種 （略） 糸島市～福岡市西区地先 福岡市 西浦、唐泊 団体 93 93 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第4号 第1,2種 （略） 灯台瀬（糸島市志摩野北沖）周辺 糸島 野北 団体 39 43 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第5号 第1,2種 （略） 長間礁（福岡市西区西浦沖）周辺 福岡市 西浦 団体 59 59 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第6号 第1,2種 （略） 福岡市西区玄界島周辺 福岡市 玄界島 団体 91 50 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第7号 第1,2種 （略） 福岡市西区小呂島周辺 福岡市 小呂島 団体 44 15 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第8号 第1,2種 （略） 福岡湾周辺 福岡市 能古、姪浜、伊崎、福岡、箱崎、奈多、志賀島 団体 188 188 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第9号 第1,2種 （略） 福岡市東区志賀島～古賀市地先 福岡市 奈多、志賀島、弘 団体 97 104 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第9号 第1,2種 （略） 福岡市東区志賀島～古賀市地先 新宮相島 新宮 団体 4 2 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第10号 第1,2種 （略） 新宮町相島周辺 新宮相島 相島 団体 55 34 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第11号 第1,2種 （略） 栗ノ上礁周辺 福岡市 奈多、志賀島、弘 団体 97 97 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第11号 第1,2種 （略） 栗ノ上礁周辺 新宮相島 相島、新宮 団体 59 5 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第11号 第1,2種 （略） 栗ノ上礁周辺 宗像 津屋崎 団体 28 86 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第12号 第1,2種 （略） 宗像市地先 宗像 津屋崎、神湊、鐘崎、大島、地島 団体 412 285 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第13号 第1,2種 （略） 宗像市沖ノ島周辺 宗像 津屋崎、神湊、鐘崎、大島、地島 団体 412 143 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第14号 第1,2種 （略） 岡垣町、芦屋町、若松区地先 遠賀 波津、芦屋、柏原 団体 73 63 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第14号 第1,2種 （略） 岡垣町、芦屋町、若松区地先 ひびき灘 岩屋 団体 48 65 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第15号 第1,2種 （略） 波津白瀬周辺 遠賀 波津 団体 16 12 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第16号 第1,2種 （略） 北九州市若松区地先 ひびき灘 脇田 団体 30 36 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第16号 第1,2種 （略） 北九州市若松区地先 北九州市 脇之浦、若松 団体 78 83 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第17号 第1,2種 （略） 北九州市若松区白島周辺 ひびき灘 脇田 団体 30 20 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第17号 第1,2種 （略） 北九州市若松区白島周辺 北九州市 脇之浦 団体 78 83 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第18号 第1,2種 （略） 北九州市小倉北区馬島、藍島周辺 ひびき灘 藍島 団体 89 311 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第18号 第1,2種 （略） 北九州市小倉北区馬島、藍島周辺 北九州市 平松、馬島、長浜、大里、旧門司 団体 118 118 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第19号 第1,2種 （略） 北九州市戸畑区、小倉北区、門司区地先 ひびき灘 藍島 団体 89 15 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第19号 第1,2種 （略） 北九州市戸畑区、小倉北区、門司区地先 北九州市 平松、馬島、長浜、大里、旧門司 団体 118 304 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第20号 第1,2種 （略） 北九州市若松区地先 ひびき灘 脇田、藍島 団体 119 29 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第20号 第1,2種 （略） 北九州市若松区地先 北九州市 脇之浦、若松、平松、馬島、長浜、大里、旧門司 団体 215 225 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第21号 第1,2種 （略） 洞海湾湾口付近 北九州市 脇之浦、若松 団体 95 21 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第101号 第3種 つきいそ 福岡市西区能古島地先 福岡市 能古 団体 25 8 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第102号 第3種 つきいそ 福岡市西区能古島地先 福岡市 能古 団体 25 8 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第103号 第3種 つきいそ 福岡市東区志賀島地先 福岡市 弘 団体 33 15 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第104号 第3種 つきいそ 福岡市東区志賀島地先 福岡市 弘 団体 33 15 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第105号 第3種 つきいそ 福岡市西区玄界島地先 福岡市 玄界島 団体 88 3 ○ 適切かつ有効

共同･区画 漁業の種類 評価
資源管理の
取組状況等

団体･個別
漁業権者
（漁協）

関係支所種別免許番号 漁場の位置
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令和4年度　漁業権に係る資源管理の状況等の報告状況

報告の対象となる期間 ： 令和４年４月１日～令和５年３月３１日

行使権者数 実行使者数

（人） （延べ人数）
共同･区画 漁業の種類 評価

資源管理の
取組状況等

団体･個別
漁業権者
（漁協）

関係支所種別免許番号 漁場の位置

共同 筑共第106号 第3種 つきいそ 福岡市西区玄界島地先 福岡市 玄界島 団体 88 3 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第107号 第3種 つきいそ 福岡市西区玄界島地先 福岡市 玄界島 団体 88 3 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第108号 第3種 つきいそ 福岡市東区奈多地先 福岡市 奈多 団体 15 10 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第109号 第3種 つきいそ 福岡市東区奈多地先 福岡市 奈多 団体 15 10 ○ 適切かつ有効

共同 筑共第110号 第3種 つきいそ 福岡市東区奈多地先 福岡市 奈多 団体 15 10 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第1号 第1種 のり 糸島市加布里地先 糸島 加布里 団体 1 1 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第2号 第1種 のり 福岡市西区姪浜小戸地先 福岡市 姪浜 団体 48 8 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第3号 第1種 のり 福岡市西区姪浜室見川沖 福岡市 姪浜 団体 48 8 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第101号 第1種 わかめ 糸島市二丈鹿家地先 糸島 福吉 団体 58 10 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第102号 第1種 わかめ 糸島市二丈片山大崎内 糸島 深江 団体 8 6 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第103号 第1種 わかめ 糸島市二丈片山大崎南 糸島 深江 団体 8 6 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第104号 第1種 わかめ 福岡市東区志賀島地先 福岡市 志賀島 団体 39 1 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第105号 第1種 わかめ 福岡市東区志賀島地先 福岡市 志賀島 団体 休業 休業 休業 合理的理由有

区画 筑区第106号 第1種 わかめ 福岡市東区弘地先 福岡市 弘 団体 19 2 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第107号 第1種 わかめ 福岡市東区勝馬地先 福岡市 弘 団体 19 2 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第108号 第1種 わかめ 福岡市東区志賀島地先 福岡市 志賀島 団体 休業 休業 休業 合理的理由有

区画 筑区第109号 第1種 わかめ 福津市津屋崎新川地先 宗像 津屋崎 団体 30 0 ○ 合理的理由有

区画 筑区第110号 第1種 わかめ 北九州市小倉北区馬島地先 北九州市 馬島 団体 18 0 ○ 合理的理由有

区画 筑区第111号 第1種 わかめ 北九州市小倉北区馬島地先 北九州市 馬島 団体 18 0 ○ 合理的理由有

区画 筑区第112号 第1種 わかめ 北九州市門司区大里地先 北九州市 大里 団体 25 5 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第113号 第1種 わかめ 福岡市東区箱崎地先 福岡市 箱崎 団体 10 6 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第114号 第1種 わかめ 糸島市二丈吉井地先 糸島 福吉 団体 58 10 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第115号 第1種 わかめ 糸島市志摩岐志地先 糸島 岐志 団体 39 1 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第201号 第1種 小割式魚類 糸島市志摩船越地先 糸島 船越 団体 87 1 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第202号 第1種 小割式魚類 宗像市大島避難港南 宗像 大島 団体 87 40 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第203号 第1種 小割式魚類 宗像市鐘崎地先 宗像 鐘崎 団体 215 40 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第204号 第1種 小割式魚類 宗像市大島地先 宗像 大島 団体 87 65 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第205号 第1種 小割式魚類 糸島市姫島地先 糸島 姫島 団体 4 4 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第301号 第1種 かき 糸島市二丈松末地先 糸島 加布里 団体 2 2 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第302号 第1種 かき 糸島市志摩船越地先 糸島 船越 団体 87 8 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第303号 第1種 かき 糸島市志摩岐志地先 糸島 岐志 団体 13 10 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第304号 第1種 かき 糸島市志摩野北地先 糸島 野北 団体 2 2 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第305号 第1種 かき 糸島市志摩船越地先 糸島 船越 団体 87 8 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第306号 第1種 かき 糸島市志摩岐志地先 糸島 岐志 団体 13 13 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第307号 第1種 かき 福岡市西区能古地先 福岡市 能古 団体 13 3 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第308号 第1種 かき 福岡市東区志賀島地先 福岡市 志賀島 団体 39 4 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第309号 第1種 かき 北九州市若松区大字小竹地先 北九州市 脇之浦 団体 78 78 ○ 適切かつ有効
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3/3

令和4年度　漁業権に係る資源管理の状況等の報告状況

報告の対象となる期間 ： 令和４年４月１日～令和５年３月３１日

行使権者数 実行使者数

（人） （延べ人数）
共同･区画 漁業の種類 評価

資源管理の
取組状況等

団体･個別
漁業権者
（漁協）

関係支所種別免許番号 漁場の位置

区画 筑区第310号 第1種 かき 福津市津屋崎地先 宗像 津屋崎 団体 34 16 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第311号 第1種 かき 福岡市西区宮浦地先 福岡市 唐泊 個別 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第312号 第1種 かき 福岡市西区宮浦地先 福岡市 唐泊 個別 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第313号 第1種 かき 糸島市二丈深江地先 糸島 深江 団体 8 8 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第314号 第1種 かき 北九州市若松区大字小竹地先 北九州市 脇之浦 団体 78 78 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第401号 第1種 わかめ・あかもく 宗像市大島地先 宗像 大島 団体 90 8 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第501号 第1種 あわび 福岡市西区玄界島地先 福岡市 玄界島 団体 91 5 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第601号 第1種 ふともずく 宗像市地島地先 宗像 地島 団体 10 10 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第602号 第1種 ふともずく 宗像市地島地先 宗像 地島 団体 10 10 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第701号 第1種 わかめ・ふともずく 糸島市志摩芥屋地先 糸島 芥屋 団体 5 5 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第801号 第1種 こんぶ 糸島市志摩芥屋地先 糸島 芥屋 団体 26 1 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第901号 第1種 真珠母貝 新宮町相島地先 新宮相島 相島 団体 54 1 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第902号 第1種 真珠母貝 新宮町相島地先 新宮相島 相島 団体 54 1 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第903号 第1種 真珠母貝 新宮町相島地先 新宮相島 相島 団体 54 1 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第904号 第1種 真珠母貝 新宮町相島地先 新宮相島 相島 団体 54 1 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第905号 第1種 真珠母貝 新宮町相島地先 新宮相島 相島 団体 54 1 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第906号 第1種 真珠母貝 新宮町相島地先 新宮相島 相島 団体 54 1 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第907号 第1種 真珠母貝 新宮町相島地先 新宮相島 相島 団体 54 1 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第1001号 第1種 真珠 新宮町相島地先 新宮相島 相島 個別 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第1101号 第1種 かき・魚類 宗像市鐘崎地先 宗像 鐘崎 団体 215 21 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第1102号 第1種 かき・魚類 宗像市地島豊岡地先 宗像 地島 団体 29 25 ○ 適切かつ有効

区画 筑区第1103号 第1種 かき・魚類 糸島市二丈吉井地先 糸島 福吉 団体 58 9 ○ 適切かつ有効
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２
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漁業権者（漁業協同組合、支所）

１ 号 糸島（野北を除く） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２ 号 糸島（野北を除く） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３ 号 糸島（野北）、福岡市（西浦、唐泊） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４ 号 糸島（野北） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５ 号 福岡市（西浦） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６ 号 福岡市（玄界島） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７ 号 福岡市（小呂島） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８ 号 福岡市（能古、姪浜、伊崎、箱崎、奈多、志賀島） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９ 号 福岡市（奈多、志賀島、弘）、新宮相島（新宮） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１０ 号 新宮相島（相島） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１１ 号 福岡市（奈多、志賀島、弘）、新宮相島、宗像（津屋崎） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１２ 号 宗像 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１３ 号 宗像 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１４ 号 遠賀、ひびき灘（岩屋） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１５ 号 遠賀（波津） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１６ 号 ひびき灘（脇田）、北九州市（脇之浦、若松） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１７ 号 ひびき灘（脇田）、北九州市（脇之浦） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１８ 号 ひびき灘（藍島）、北九州市（平松、長浜、馬島、大里、旧門司） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１９ 号 ひびき灘（藍島）、北九州市（平松、長浜、馬島、大里、旧門司） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２０ 号 ひびき灘（脇田、藍島）、北九州市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２１ 号 北九州市（脇之浦、若松） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第１種共同漁業権免許の内容
免許日：平成２５年８月２９日　存続期間：平成２５年９月１日から令和５年８月３１日まで

免

許

番

号

（
筑

共

）

漁業種類　期間
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漁業権者（漁業協同組合、支所）

１ 号 糸島（野北を除く） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２ 号 糸島（野北を除く） ○ ○

３ 号 糸島（野北）、福岡市（西浦、唐泊） ○ ○ ○ ○ ○ ○

４ 号 糸島（野北） ○ ○ ○

５ 号 福岡市（西浦） ○ ○

６ 号 福岡市（玄界島） ○ ○ ○ ○ ○

７ 号 福岡市（小呂島） ○ ○ 　 ○ ○

８ 号 福岡市（浜崎今津、能古、姪浜、伊崎、福岡、箱崎、奈多、志賀島） ○ ○ ○ ○ ○ ○

９ 号 福岡市（奈多、志賀島、弘）、新宮相島（新宮） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１０ 号 新宮相島（相島） ○ ○ ○ ○ ○

１１ 号 福岡市（奈多、志賀島、弘）、新宮相島、宗像（福間、津屋崎） ○ ○ ○ ○

１２ 号 宗像、鐘崎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１３ 号 宗像、鐘崎 ○ ○ ○ ○ ○

１４ 号 遠賀、ひびき灘（岩屋） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１５ 号 遠賀（波津） ○ ○ ○ ○ ○

１６ 号 ひびき灘（脇田）、北九州（脇之浦、若松） ○ ○ ○ ○ ○ ○

１７ 号 ひびき灘（脇田）、北九州（脇之浦） ○ ○ ○ ○

１８ 号 ひびき灘（藍島）、北九州（平松、長浜、馬島、大里、旧門司） ○ ○ ○ ○ ○ ○

１９ 号 ひびき灘（藍島）、北九州（平松、長浜、馬島、大里、旧門司） ○ ○ ○ ○

２０ 号 ひびき灘（脇田、藍島）、北九州 ○ ○ ○

２１ 号 北九州（脇之浦、若松） ○ ○ ○

第2種共同漁業権漁場計画

免許日：平成２５年８月２９日　存続期間：平成２５年９月１日から平成３５年８月３１日まで

免
許
番
号

（
筑
共

）

-7-



免許番号 漁業権者 漁業種類　つきいそ 漁場の位置

（筑共） 漁業協同組合（支所） 漁業時期　１／１～１２／３１

101 福岡市（能古） ○ 象瀬頂上から真方位298°33′、250ｍの点を中心とした半径100ｍ以内の区域

102 福岡市（能古） ○ 象瀬頂上から真方位4°48′、880ｍの点を中心とした半径100ｍ以内の区域

103 福岡市（弘） ○ 弘漁港北防波堤に設置した標柱から真方位297°17′、820ｍの点を中心とした半径100ｍ以内の区域

104 福岡市（弘） ○ 弘漁港北防波堤に設置した標柱から真方位303°、1220ｍの点を中心とした半径100ｍ以内の区域

105 福岡市（玄界島） ○ 玄界島灯台より真方位42.3°、875ｍの点を中心とした半径100ｍ以内の区域

106 福岡市（玄界島） ○ 玄界島灯台より真方位298°、1700ｍの点を中心とした半径100ｍ以内の区域

107 福岡市（玄界島） ○ 玄界島灯台より真方位304°、2175ｍの点を中心とした半径100ｍ以内の区域

108 福岡市（奈多） ○ 志賀島漁港北防波堤灯台より真方位50°、7825ｍの点を中心とした半径100ｍ以内の区域

109 福岡市（奈多） ○ 志賀島漁港北防波堤灯台より真方位55°、8150ｍの点を中心とした半径100ｍ以内の区域

110 福岡市（奈多） ○ 志賀島漁港北防波堤灯台より真方位56°、8325ｍの点を中心とした半径100ｍ以内の区域

第３種共同漁業権（つきいそ漁業）の免許の内容

免許日：平成２５年９月１日　存続期間：平成２５年９月１日から平成３５年８月３１日まで
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区画漁業権の内容

①　のり養殖業 免許日：平成３０年９月１日 存続期間：平成３０年９月１日から平成３５年８月３１日まで

免許番号（筑区） 漁業種類 漁業の名称 漁業時期 漁場の位置
漁業権者

漁業協同組合（支所）

1号 第1種区画漁業 のり養殖業 9/1-4/30 糸島市加布里地先 糸島（加布里）

2号 〃 〃 10/1-3/31 福岡市西区姪浜小戸地先 福岡市（姪浜）

3号 〃 〃 〃 福岡市西区室見川沖 〃

②　わかめ養殖業 免許日：平成３０年９月１日 存続期間：平成３０年９月１日から平成３５年８月３１日まで

免許番号（筑区） 漁業種類 漁業の名称 漁業時期 漁場の位置
漁業権者

漁業協同組合（支所）

101号 第1種区画漁業 わかめ養殖業 10/1-5/31 糸島市二丈鹿家地先 糸島（福吉）

102号 〃 〃 〃 糸島市二丈片山大崎内 糸島（深江）

103号 〃 〃 〃 糸島市二丈片山大崎南 〃

104号 〃 〃 〃 福岡市東区志賀島地先 福岡市（志賀島）

105号 〃 〃 〃 〃 〃

106号 〃 〃 〃 福岡市東区弘地先 福岡市（弘）

107号 〃 〃 〃 福岡市東区勝馬地先 〃

108号 〃 〃 〃 福岡市東区志賀島地先 福岡市（志賀島）

109号 〃 〃 〃 福津市津屋崎新川地先 宗像（津屋崎）

110号 〃 〃 〃 北九州市小倉北区馬島地先 北九州市（馬島）

111号 〃 〃 〃 〃 〃

112号 〃 〃 〃 北九州市門司区大里地先 北九州市（大里）

113号 〃 〃 〃 福岡市東区箱崎地先 福岡市（箱崎）

114号 〃 〃 〃 糸島市二丈吉井地先 糸島（福吉）

115号 〃 〃 〃 糸島市志摩岐志地先 糸島（岐志）
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区画漁業権の内容

③　魚類養殖業 免許日：平成３０年９月１日 存続期間：平成３０年９月１日から平成３５年８月３１日まで

免許番号（筑区） 漁業種類 漁業の名称 漁業時期 漁場の位置
漁業権者

漁業協同組合（支所）

201号 第1種区画漁業 小割式魚類養殖業 1/1-12/31 糸島市志摩船越地先 糸島（船越）

202号 〃 〃 〃 宗像市大島避難港南 宗像（大島）

203号 〃 〃 〃 宗像市鐘崎地先 宗像（鐘崎）

204号 〃 〃 〃 宗像市大島地先 宗像（大島）

205号 〃 〃 〃 糸島市姫島地先 糸島（姫島）

④　かき養殖業 免許日：平成３０年９月１日 存続期間：平成３０年９月１日から平成３５年８月３１日まで

免許番号（筑区） 漁業種類 漁業の名称 漁業時期 漁場の位置
漁業権者

漁業協同組合（支所）

301号 第1種区画漁業 かき養殖業 1/1-12/31 糸島市二丈松末地先 糸島（加布里）

302号 〃 〃 〃 糸島市志摩船越地先 糸島（船越）

303号 〃 〃 〃 糸島市志摩岐志地先 糸島（岐志）

304号 〃 〃 〃 糸島市志摩野北地先 糸島（野北）

305号 〃 〃 〃 糸島市志摩船越地先 糸島（船越）

306号 〃 〃 〃 糸島市志摩岐志地先 糸島（岐志）

307号 〃 〃 〃 福岡市西区能古地先 福岡市（能古）

308号 〃 〃 〃 福岡市東区志賀島地先 福岡市（志賀島）

309号 〃 〃 〃 北九州市若松区大字小竹地先 北九州市（脇之浦）

310号 〃 〃 〃 福津市津屋崎地先 宗像（津屋崎）

311号 〃 〃 〃 福岡市西区宮浦地先 福岡市（唐泊）

312号 〃 〃 〃 〃 〃

313号 〃 〃 〃 糸島市二丈深江地先 糸島（深江）

314号 〃 〃 〃 北九州市若松区大字小竹地先 北九州市（脇之浦）
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区画漁業権の内容

⑤　わかめ・あかもく養殖業免許日：平成３０年９月１日 存続期間：平成３０年９月１日から平成３５年８月３１日まで

免許番号（筑区） 漁業種類 漁業の名称 漁業時期 漁場の位置
漁業権者

漁業協同組合（支所）

401号 第1種区画漁業 わかめ・あかもく養殖業 10/1-5/31 宗像市大島避難港南 宗像（大島）

⑥　あわび養殖業 免許日：平成３０年９月１日 存続期間：平成３０年９月１日から平成３５年８月３１日まで

免許番号（筑区） 漁業種類 漁業の名称 漁業時期 漁場の位置
漁業権者

漁業協同組合（支所）

501号 第1種区画漁業 あわび養殖業 1/1-12/31 福岡市西区玄界島地先 福岡市（玄界島）

⑦　ふともずく養殖業 免許日：平成３０年９月１日 存続期間：平成３０年９月１日から平成３５年８月３１日まで

免許番号（筑区） 漁業種類 漁業の名称 漁業時期 漁場の位置
漁業権者

漁業協同組合（支所）

601号 第1種区画漁業 ふともずく養殖業 12/1-6/15 宗像市地島地先 宗像（地島）

602号 〃 〃 〃 〃 〃

免許日：平成３０年９月１日 存続期間：平成３０年９月１日から平成３５年８月３１日まで

免許番号（筑区） 漁業種類 漁業の名称 漁業時期 漁場の位置
漁業権者

漁業協同組合（支所）

701号 第1種区画漁業 わかめふともずく養殖業 10/1-6/15 糸島市志摩芥屋地先 糸島（芥屋）

⑨　こんぶ養殖業 免許日：平成３０年９月１日 存続期間：平成３０年９月１日から平成３５年８月３１日まで

免許番号（筑区） 漁業種類 漁業の名称 漁業時期 漁場の位置
漁業権者

漁業協同組合（支所）

801号 第1種区画漁業 こんぶ養殖業 10/1-5/31 糸島市志摩芥屋地先 糸島（芥屋）

⑧　わかめ・ふともずく養殖業
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区画漁業権の内容

⑩　真珠母貝養殖業 免許日：平成３０年９月１日 存続期間：平成３０年９月１日から平成３５年８月３１日まで

免許番号（筑区） 漁業種類 漁業の名称 漁業時期 漁場の位置
漁業権者

漁業協同組合（支所）

901号 第1種区画漁業 真珠母貝養殖業 1/1-12/31 糟屋郡新宮町相島地先 新宮相島（相島）

902号 〃 〃 〃 〃 〃

903号 〃 〃 〃 〃 〃

904号 〃 〃 〃 〃 〃

905号 〃 〃 〃 〃 〃

906号 〃 〃 〃 〃 〃

907号 〃 〃 〃 〃 〃

⑪　真珠養殖業 免許日：平成３０年９月１日 存続期間：平成３０年９月１日から平成３５年８月３１日まで

免許番号（筑区） 漁業種類 漁業の名称 漁業時期 漁場の位置
漁業権者

漁業協同組合（支所）

1001号 第1種区画漁業 真珠養殖業 1/1-12/31 糟屋郡新宮町相島地先 新宮相島（相島）

⑪　かき・魚類養殖業 免許日：平成３０年９月１日 存続期間：平成３０年９月１日から平成３５年８月３１日まで

免許番号（筑区） 漁業種類 漁業の名称 漁業時期 漁場の位置
漁業権者

漁業協同組合（支所）

1101号 第1種区画漁業 かき・魚類養殖業 1/1-12/31 宗像市鐘崎地先 宗像（鐘崎）

1102号 〃 〃 〃 宗像市地島豊岡地先 宗像（地島）

1103号 〃 〃 〃 糸島市二丈吉井地先 糸島（福吉）
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資  料  ５ 

（22期28回筑前漁調委） 

（Ｒ６．３．１４） 

第２２期第４回響灘連合海区漁業調整委員会 

次  第 
 

日時 令和６年２月１６日（金）１４：００～ 
場所 下関漁港ビル２階 研修室 

 
 
１ 開 会 

 
 
２ 挨 拶 

   （１）来 賓（水産庁 九州漁業調整事務所） 
     
   （２）会 長 
 
３ 議 題 

第１号議案 山口、福岡両県いかつり漁業に関する覚書について 
第２号議案 しいら漬漁業に関する覚書について 

 
４ その他 

報告事項１ 令和５年度響灘における山口・福岡両県漁業者交流会の 
結果について 

報告事項２ その他 
 
５  閉 会 
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- 3 - 
 

山口、福岡両県いかつり漁業に関する覚書(案) 

 
 山口、福岡両県の沖合海域におけるいかつり漁業の操業調整について覚書を交わし、両県いか

つり漁業者の円滑な操業を図ろうとするものである。 
 
１ 目 的 

 この覚書は山口、福岡県における許可等の適用海域で操業するいかつり漁業者が、それぞれ

の漁業調整規則、委員会指示あるいは許可方針等の諸規制を遵守し、秩序ある操業を確立する

ことを目的とする。 
 
２ 基 線 

 この覚書に定める海域を表示する基線は、次のとおりとする。 
（１）Ａ 線 

 北緯 34 度２分 37.7 秒、東経 130 度 47 分 56.5 秒（日本測地系：北緯 34 度２分 26 秒、

東経 130 度 48 分５秒）の点（旧第２灯浮標）と福岡県宗像市沖ノ島東端とを結ぶ線のうち、

Ｂ線と交わる点（以下、「Ａ点」という。）以東の線 
 
（２）Ｂ 線 

 福岡県宮若市犬鳴山山頂と福岡県宗像市地ノ島西端とを結ぶ線の延長線のうち、Ａ点以北

の線 
 
（３）Ｃ 線 

 北緯 34 度２分 37.7 秒、東経 130 度 47 分 56.5 秒の点（旧第２灯浮標）と福岡県宗像市沖

ノ島東端とを結ぶ線のうち、Ａ点以西の線 
 
（４）Ｄ 線 

 福岡県宗像市沖ノ島北端と長崎県対馬市長崎鼻とを結ぶ線のうち、Ｅ線と交わる点（以下、

「Ｂ点」という。）以東の線 
 
（５）Ｅ 線 

  次のイ、ロを結ぶ線の延長線のうちＢ点以北の線 
 
  イ 長崎県対馬市対馬黒島灯台と福岡県宗像市沖ノ島灯台とを結ぶ線の中間点 
  ロ 長崎県対馬市舌埼灯台と福岡県宗像市沖ノ島灯台とを結ぶ線の中間点 
 
３ 許可等の適用海域 

 いかつり漁業の許可等にかかる両県知事の適用海域は、それぞれ次のとおりとする。ただし、

両県適用海域が重複する海域は共通海域とし、４の共通海域の取扱いに基づき処理するものと

する。
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（１）山口県 
 Ａ線、Ｃ線、Ｄ線及びＥ線の以東、以北の海域とする。ただし、福岡県宗像市沖ノ島の最

大高潮時海岸線から３海里以内の海域を除く。 
 
（２）福岡県 

 Ａ線及びＢ線の以西、以南の海域とする。 
 
４ 共通海域の取扱い 

（１）集魚灯に使用できる電球の総設備容量の上限は、45 キロワットとする。ただし、山口県

知事の許可を得た小型いかつり漁船がいかつり漁業の禁止区域（漁業の許可及び取締り等に 
関する省令（昭和 38 年農林省令第５号）第 23 条別表第４のいか釣り漁業に係る禁止区域） 
以外の海域で操業する場合は、この限りではない。 

 
（２）山口、福岡両県のいかつり漁船の光力差により操業上の問題が生じた際は、両県は船間距

離等の具体的な対策について誠意をもって協議を行うものとする。 
 
（３）取り締まりは両県で協調しながら行うものとし、その取り決めについては別途協議の上、

定めるものとする。 
 
５ 有効期間 

令和６年４月 1 日  令和７年３月３１日 

 この覚書の有効期間は、令和５年４月１日から令和６年３月３１日までとする。 
 

 
 以上のとおり双方の意見の一致を見たので、本書２通を作成の上、両県でそれぞれ保有する。 

 
令和６年２月１６日 

 令和５年３月２３日 
                                

山口県農林水産部水産振興課長   澁谷 賢司 
                    
                   秋本 恒基 
福岡県農林水産部水産局漁業管理課長  上妻 智行   
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付  帯  事  項 
令和６年２月１６日 

 令和５年３月２３日に締結された「山口、福岡両県いかつり漁業に関する覚書」４の共通海域

の取扱い（３）に基づき、共通海域における漁業取り締まりに関する付帯事項として次のことを

定める。 
 
１ 共通海域の取り締まりは、山口県及び福岡県が行う。 
 
２ 山口県及び福岡県の漁業者には、所属県の漁業に関する関係法令を適用し、違反者は所属県

が処理する（事件引継を含む）。 
 
３ 山口、福岡以外の県の漁業者には、取り締まり県の漁業に関する関係法令を適用し、違反者

は取り締まり県が処理する。 
 ただし、山口、福岡いずれかの県の許可を受けた漁業者には、許可県の関係法令を適用し、

違反者は許可県が処理する（事件引継を含む）。 
 
 

令和６年２月１６日 
令和５年３月２３日 

                                 
山口県農林水産部水産振興課長   澁谷 賢司 
 
                   秋本 恒基 
福岡県農林水産部水産局漁業管理課長  上妻 智行 
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日本海・九州西広域漁業調整委員会指示第 75 号（案）の概要 

１．経緯 

（１）遊漁によるくろまぐろの採捕については、令和３年６月１日から日本

海・九州西広域漁業調整委員会指示（以下「委員会指示」という。）に

より以下の規制を導入した。

① 30 キログラム未満の小型魚の採捕禁止

② 30 キログラム以上の大型魚を採捕した場合の水産庁への報告

③ 大型魚について、全海区の採捕数量が漁獲可能量制度に基づくくろ

まぐろの資源管理の枠組みに支障を来すおそれがあると認められる場

合は採捕を禁止

（２）令和５年度は、上記③について、令和５年４月 28 日から５月 31 日ま

で、６月 18 日から６月 30 日まで、7 月 10 日から７月 31 日まで、11 月

４日から12月 31日まで及び令和６年１月24日から３月31日までの間、

遊漁による大型魚の採捕を禁止した。

（３）今般、上記の委員会指示の後継措置として、令和６年４月以降の遊漁

によるくろまぐろの採捕に係る委員会指示を発出することとする。

２．委員会指示第 75 号（案）の概要 

（１）くろまぐろ（小型魚）の採捕の制限

遊漁者による小型魚の採捕を禁止し、意図せず採捕した場合は直ちに

海中に放流しなければならない。 

（２）くろまぐろ（大型魚）の採捕の制限

ア １人１日あたり１尾を超えて大型魚を保持してはならない。大型魚

を保持した者が別の大型魚を採捕した場合は、直ちに海中に放流しな

ければならない。

イ 遊漁者が大型魚を採捕した場合は、重量等を報告しなければならな

い。※陸揚げした日から３日以内に水産庁に報告（現行は５日以内）

ウ 委員会会長は、大型魚の採捕が、漁獲可能量制度に基づくくろまぐ

ろの資源管理の枠組み又は遊漁者による資源管理の取組に支障を来す

おそれがあると認めるときは、期間を定め、遊漁者による大型魚の採

捕を禁止する旨を公示する。

エ 遊漁者は、ウの公示により大型魚の採捕が禁止された期間中は、大

型魚を採捕してはならない。意図せず採捕した場合には、直ちに海中

に放流しなければならない。

資料１－１
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※期間指定の考え方

・全海区における採捕数量が以下の表の上段の時期ごとに下段の数量

を超えるおそれがある場合：当該時期の末日まで採捕を禁止する。

時期 R６年 

４～５月 

6 月 7 月 8～9 月 10 ～ 12

月 

R７年 

１月 

２～３月 

数量 ５トン ７トン ７トン ７トン ５トン ５トン ※ 

※概ね 40 トンから全海区における令和６年４月１日から令和７年１月 31 日までの採捕数量の累

計を差し引いた数量

（参考）今年度指示の時期別数量の実績 （令和６年２月１日現在） 

※概ね 40 トンから全海区における令和５年４月１日から同年 12 月 31 日までの採捕数量の累

計を差し引き、Ｒ４年度の超過分（2.6 トン）を差し引いた数量（40－31.3－2.6＝6.1） 

全海区における令和６年４月１日からの採捕数量の累計が概ね 40 トン

を超えるおそれがある場合：令和７年３月 31 日まで採捕を禁止する。 

（３）指示の有効期間

令和６年４月１日から令和７年３月 31 日までとする。

３．委員会指示（案）に違反した者への対応について 

  現行では、「日本海・九州西広域漁業調整委員会指示第 75 号に基づく遊

漁者のくろまぐろの採捕の制限の違反者への対応方針」に基づき、違反者

に対しては、広域漁業調整委員会の会長名での指導文書の発出を行い、再

度違反が確認された場合に、大臣に対して裏付け命令の申請をすることと

している。 

本委員会指示による規制について３年が経過し、一定の周知・定着が図

られていること、指示の有効期間である１年間の中で、より厳格なクロマ

グロ管理を行っていく観点から、違反が確認された場合は、直ちに裏付け

命令の申請ができるようにするもの。 

時期 Ｒ５年 

４～５月 ６月 ７月 ８月 ９～12 月 

Ｒ６年 

１～３月 合計 

数量 ５トン ８トン ８トン ８トン ５トン ※（6.1 ト

ン） 

37.4 トン 

実績 4.4 トン 10.6トン 8.1 トン 3.9 トン 4.3 トン 6 トン 37.3 トン 

採捕

禁止 

4/28-5/31 6/18-30 7/10-31 － 11/4-12/31 1/24-3/31 
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日 本 海 ・ 九 州 西 広 域 漁 業 調 整 委 員 会 指 示 第 七 十 五 号 （ 案 ）

漁 業 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 二 百 六 十 七 号 ） 第 百 二 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、

遊 漁 者 の く ろ ま ぐ ろ の 採 捕 に つ い て 、 次 の と お り 指 示 す る 。

令 和 六 年 二 月 二 十 二 日

日 本 海 ・ 九 州 西 広 域 漁 業 調 整 委 員 会 会 長 田 中 栄 次

日 本 海 ・ 九 州 西 広 域 漁 業 調 整 委 員 会 に よ る 遊 漁 者 の く ろ ま ぐ ろ の 採 捕 に 係 る 委 員 会

指 示
１ 定 義

こ の 指 示 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る

と こ ろ に よ る 。

⑴ 「 遊 漁 者 」 水 産 動 植 物 を 採 捕 す る 者 で あ っ て 、 次 に 掲 げ る 場 合 の い ず れ に も

該 当 し な い も の を い う 。

ア 漁 業 者 が 漁 業 を 営 む 場 合

イ 漁 業 従 事 者 が 漁 業 者 の た め に 水 産 動 植 物 の 採 捕 に 従 事 す る 場 合

ウ 試 験 研 究 又 は 教 育 実 習 を 行 う 者 が そ の た め に 水 産 動 植 物 を 採 捕 す る 場 合

⑵ 「 日 本 海 ・ 九 州 西 海 域 」 漁 業 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 二 百 六 十 七 号 ） 第 百 五

十 二 条 第 二 項 及 び 漁 業 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 五 年 政 令 第 三 十 号 ） 第 十 六 条 に 規 定

す る 日 本 海 ・ 九 州 西 海 域 を い う 。

⑶ 「 く ろ ま ぐ ろ （ 小 型 魚 ） 」 く ろ ま ぐ ろ の う ち 、 三 十 キ ロ グ ラ ム 未 満 の も の を

い う 。

⑷ 「 く ろ ま ぐ ろ （ 大 型 魚 ） 」 く ろ ま ぐ ろ の う ち 、 三 十 キ ロ グ ラ ム 以 上 の も の を

い う 。

２ く ろ ま ぐ ろ （ 小 型 魚 ） の 採 捕 の 制 限

遊 漁 者 は 、 日 本 海 ・ 九 州 西 海 域 に お い て く ろ ま ぐ ろ （ 小 型 魚 ） を 採 捕 し て は な ら

な い 。 く ろ ま ぐ ろ （ 小 型 魚 ） を 意 図 せ ず 採 捕 し た 場 合 に は 、 直 ち に 海 中 に 放 流 し な

け れ ば な ら な い 。

３ く ろ ま ぐ ろ （ 大 型 魚 ） の 採 捕 の 制 限

⑴ 遊 漁 者 は 、 日 本 海 ・ 九 州 西 海 域 に お い て 採 捕 し た く ろ ま ぐ ろ （ 大 型 魚 ） を 一 人

一 日 あ た り 一 尾 を 超 え て 保 持 し て は な ら な い 。 く ろ ま ぐ ろ （ 大 型 魚 ） を 保 持 し た

者 が 別 の く ろ ま ぐ ろ （ 大 型 魚 ） （ 以 下 「 別 個 体 」 と い う 。 ） を 採 捕 し た 場 合 は 、

資
料
１

－
２
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直 ち に 別 個 体 を 海 中 に 放 流 し な け れ ば な ら な い 。

⑵ 遊 漁 者 は 、 日 本 海 ・ 九 州 西 海 域 に お い て く ろ ま ぐ ろ （ 大 型 魚 ） を 採 捕 し た 場 合

に は 、 採 捕 し た く ろ ま ぐ ろ （ 大 型 魚 ） を 陸 揚 げ し た 日 か ら 三 日 以 内 に 、 次 の 各 号

に 掲 げ る 事 項 を 水 産 庁 資 源 管 理 部 管 理 調 整 課 沿 岸 ・ 遊 漁 室 に 報 告 し な け れ ば な ら

な い 。

ア 採 捕 し た 者 の 氏 名 、 住 所 （ 法 人 に あ っ て は 、 そ の 名 称 、 代 表 者 の 氏 名 及 び 主

た る 事 務 所 の 所 在 地 ） 、 電 話 番 号 及 び 電 子 メ ー ル ア ド レ ス

イ 採 捕 し た く ろ ま ぐ ろ （ 大 型 魚 ） の 尾 数 及 び 重 量

ウ 採 捕 し た く ろ ま ぐ ろ （ 大 型 魚 ） を 陸 揚 げ し た 日

エ 採 捕 し た 海 域

オ 遊 漁 船 を 利 用 し て 採 捕 し た 場 合 は 、 そ の 船 名 及 び 登 録 都 道 府 県 名

⑶ 日 本 海 ・ 九 州 西 広 域 漁 業 調 整 委 員 会 会 長 は 、 日 本 海 ・ 九 州 西 海 域 に お け る 遊 漁

者 に よ る く ろ ま ぐ ろ （ 大 型 魚 ） の 採 捕 が 、 漁 獲 可 能 量 制 度 に 基 づ く く ろ ま ぐ ろ の

資 源 管 理 の 枠 組 み 又 は 遊 漁 者 に よ る 資 源 管 理 の 取 組 に 支 障 を 来 す お そ れ が あ る と

認 め る と き は 、 期 間 を 定 め 、 日 本 海 ・ 九 州 西 海 域 に お い て 遊 漁 者 に よ る く ろ ま ぐ

ろ （ 大 型 魚 ） の 採 捕 を 禁 止 す る 旨 、 公 示 す る 。

⑷ 遊 漁 者 は 、 ⑶ の 公 示 に よ り 、 く ろ ま ぐ ろ （ 大 型 魚 ） の 採 捕 が 禁 止 さ れ た 期 間 中

は 、 日 本 海 ・ 九 州 西 海 域 に お い て く ろ ま ぐ ろ （ 大 型 魚 ） を 採 捕 し て は な ら な い 。

く ろ ま ぐ ろ （ 大 型 魚 ） を 意 図 せ ず 採 捕 し た 場 合 に は 、 直 ち に 海 中 に 放 流 し な け れ

ば な ら な い 。

４ 指 示 の 有 効 期 間

こ の 指 示 の 有 効 期 間 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 令 和 七 年 三 月 三 十 一 日 ま で と す る 。 

５ そ の 他

こ の 指 示 の 実 施 に 関 し 必 要 な 事 項 に つ い て は 、 委 員 会 会 長 が 別 に 定 め る と こ ろ に

よ る 。
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前
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。
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図
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。
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す

る
。
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 日本海・九州西広域漁業調整委員会指示第 75 号に基づく遊漁者のくろまぐろ

の採捕の制限の違反者への対応方針（案）  

令和６年２月 22 日 

日本海・九州西広域漁業調整委員会（以下「委員会」という。）は、日本海

・九州西広域漁業調整委員会指示（以下「委員会指示」という。）第 75 号に基

づき、委員会指示に違反した者への対応方針について、以下のとおり定める。

１．委員会指示の適切な実施を図るため、水産庁は、疑義情報に接した場合等

においては、関係する都道府県水産部局と連携して調査・指導を行うととも

に、当該指示の違反が認められる場合には、速やかに事務局として日本海・

九州西広域漁業調整委員会会長（以下「会長」という。）に報告する。 

※ 必要に応じて、水産庁は関係都道府県等と連携して現地調査等を実施。

２．会長は、上記１の報告を受け、漁業法第 121 条第４項で準用する同法第 120

条第８項に基づき農林水産大臣に対して指示に従うべきことを命じる旨の申

請（裏付命令の申請）をする。 

裏付命令の申請に係る手続は会長（又は会長職務代理）一任とし、裏付命

令の申請をした場合、後日、委員会に報告するものとする。 

資料１－５
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日本海・九州西広域漁業調整委員会指示(案)の概要 
             （九州・山口北西海域トラフグ広域資源管理関係） 
 
 
１ 承認制・届出制の実施 

① 承認制対象船舶：総トン数５トン以上のとらふぐはえ縄漁船とする。 

② 承認隻数の上限：県ごとに承認隻数の上限を定める。 
 
     〔県別承認隻数上限〕 

県 名 承認隻数上限 

山 口 県 ５８隻 

  福 岡 県 ８６隻 

  佐 賀 県 ２２隻 

  長 崎 県 ９５隻 

  熊 本 県  １隻 

  広 島 県  ９隻 
 

③ 届出制対象船舶：総トン数５トン未満のとらふぐはえ縄漁船とする。 
 
 
 

２ 承認番号の表示 

承認を受けた者にあっては、船舶の船橋両側の見やすい場所に承認番号を表

示する。 

 
 

３ 操業期間の制限 

    海域を５つに分け、海域及び漁法ごとに休漁期間を設定する。（別紙） 
 
 
 

４ 小型魚の再放流 

    全長３０㎝以下のとらふぐを採捕したときには再放流する。 
 
 
 
５ 漁獲成績報告書の提出 

操業ごとに漁獲成績報告書を記入し、承認又は届出に基づき操業した期間（令

和６年９月～令和７年４月）分をまとめて令和７年４月３０日までに提出する。 

 

６ 指示の有効期間 

令和６年５月１日から令和７年５月３１日まで 

（注：承認又は届出に基づく操業期間は令和７年４月３０日まで） 
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130ﾟE

34ﾟN

131ﾟE

128ﾟE 129ﾟE 130ﾟE

33ﾟN

32ﾟN

36ﾟN

35ﾟN

トラフグ広域資源管理方針に係る

34ﾟN

33ﾟN

32ﾟN

131ﾟE

Ａ海域

Ｂ海域

Ｃ海域

Ｄ海域

Ｅ海域

浮縄：３月21日～12月９日

底縄：４月１日～８月31日

浮縄：３月21日～11月30日

底縄：４月１日～８月31日

浮縄：３月21日～９月30日

底縄：４月１日～９月30日

浮縄：４月１日～10月31日

底縄：４月１日～10月31日

浮縄：４月６日～11月５日

底縄：４月６日～11月５日

(概念図)
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130ﾟE

34ﾟN

131ﾟE

128ﾟE 129ﾟE 130ﾟE

33ﾟN

32ﾟN

36ﾟN

35ﾟN

トラフグ広域資源管理方針に係る

34ﾟN

33ﾟN

32ﾟN

131ﾟE

Ａ海域

Ｂ海域

Ｃ海域

Ｄ海域

Ｅ海域

浮縄：12月10日～３月20日

底縄：９月１日～３月31日

浮縄：12月１日～３月20日

底縄：９月１日～３月31日

浮縄：10月１日～３月20日

底縄：10月１日～３月31日

浮縄：11月１日～３月31日

底縄：11月１日～３月31日

浮縄：11月６日～４月５日

底縄：11月６日～４月５日

(概念図)
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 日 本 海 ・ 九 州 西 広 域 漁 業 調 整 委 員 会 指 示 第 七 十 六 号 □ 案 □  

 

 

漁 業 法 □ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 二 百 六 十 七 号 □ 第 百 二 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き □

規 制 海 域 に お け る と ら ふ ぐ は え 縄 漁 業 に つ い て □ 次 の と お り 指 示 す る □  

 

 令 和 六 年 二 月 二 十 二 日  

           日 本 海 ・ 九 州 西 広 域 漁 業 調 整 委 員 会  会 長  田  中   栄  次  

 

 

 日 本 海 ・ 九 州 西 広 域 漁 業 調 整 委 員 会 に よ る 九 州 ・ 山 口 北 西 海 域 と ら ふ ぐ は え 縄 漁 業

の 承 認 ・ 届 出 及 び 操 業 期 間 の 制 限 等 に 係 る 委 員 会 指 示  

 

 

１  定 義  

こ の 指 示 に お い て □ 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は □ 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に

よ る □  

⑴  □ 規 制 海 域 □ 東 経 百 三 十 一 度 四 十 一 分 三 十 五 秒 の 線 以 西 の 海 域 の う ち □ 熊 本

県 天 草 市 魚 貫 崎 か ら 長 崎 県 五 島 市 富 江 町 笠 山 崎 に 至 る 直 線 □ 長 崎 県 五 島 市 富 江 町

笠 山 崎 正 西 の 線 及 び 熊 本 県 天 草 市 魚 貫 崎 正 東 の 線 以 北 の 我 が 国 の 排 他 的 経 済 水

域 □ 領 海 及 び 内 水 □ 内 水 面 を 除 く □ □ た だ し □ 漁 業 法 施 行 令 □ 昭 和 二 十 五 年 政 令

第 三 十 号 □ 第 十 六 条 に 規 定 す る 太 平 洋 □ 瀬 戸 内 海 □ 有 明 海 及 び 八 代 海 等 を 再 生 す

る た め の 特 別 措 置 に 関 す る 法 律 □ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 二 十 号 □ 第 二 条 に 規 定 す る

有 明 海 及 び 八 代 海 を 除 く □  

⑵  □ と ら ふ ぐ は え 縄 漁 業 □ 動 力 漁 船 に よ り は え 縄 を 使 用 し て と ら ふ ぐ を と る こ

と を 目 的 と す る 漁 業  

⑶  □ 浮 縄 □ と ら ふ ぐ は え 縄 漁 業 に お い て □ 海 中 を 移 動 す る は え 縄 を 用 い て 操 業

す る 漁 法  

⑷  □ 底 縄 □ と ら ふ ぐ は え 縄 漁 業 に お い て □ 海 中 に 固 定 す る は え 縄 を 用 い て 操 業

す る 漁 法  

 

２  操 業 の 承 認  

規 制 海 域 に お い て □ 令 和 六 年 五 月 一 日 か ら 令 和 七 年 四 月 三 十 日 の 間 に 総 ト ン 数 五

ト ン 以 上 の 船 舶 を 使 用 し て と ら ふ ぐ は え 縄 漁 業 を 営 も う と す る 者 は □ 使 用 す る 船 舶

ご と に □ 日 本 海 ・ 九 州 西 広 域 漁 業 調 整 委 員 会 □ 以 下 □ 委 員 会 □ と い う □ □ の 承 認 を

受 け な け れ ば な ら な い □  

 

３   承 認 隻 数 の 上 限  

  次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 県 ご と に □ 下 欄 に 掲 げ る 承 認 隻 数 の 上 限 を 定 め る □  
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４  承 認 証 の 交 付 及 び 備 付 け 義 務  

⑴  委 員 会 は □ ２ の 承 認 を し た と き は □ 申 請 者 に 別 記 様 式 第 一 号 に よ る 承 認 証 を 交

付 す る □  

⑵  前 号 の 規 定 に よ り 承 認 証 の 交 付 を 受 け た 者 は □ 当 該 承 認 に 係 る 規 制 海 域 に お い

て 当 該 承 認 漁 業 を 営 む 期 間 中 □ 当 該 承 認 証 を 当 該 承 認 に 係 る 船 舶 内 に 備 え 付 け て

お か な け れ ば な ら な い □  

 

５  承 認 番 号 の 表 示  

２ の 承 認 を 受 け た 者 は □ 当 該 承 認 に 係 る 船 舶 の 船 橋 の 両 側 の 見 や す い 場 所 に 別 記

様 式 第 二 号 に よ り 当 該 船 舶 に 係 る 承 認 番 号 を 表 示 し な け れ ば □ 当 該 船 舶 を 当 該 承 認

に 係 る 規 制 海 域 に お け る と ら ふ ぐ は え 縄 漁 業 に 使 用 し て は な ら な い □  

 

６  承 認 の 取 消  

委 員 会 は □ ２ の 承 認 を 受 け た 者 が □ こ の 指 示 に 違 反 し た 場 合 は □ 承 認 を 取 り 消 す

こ と が あ る □  

 

７  操 業 の 届 出  

規 制 海 域 に お い て □ 総 ト ン 数 五 ト ン 未 満 の 船 舶 を 使 用 し て と ら ふ ぐ は え 縄 漁 業 を

営 も う と す る 者 は □ 使 用 す る 船 舶 ご と に □ 委 員 会 へ 届 け 出 な け れ ば な ら な い □  

 

８  操 業 期 間 の 制 限  

規 制 海 域 に お い て と ら ふ ぐ は え 縄 漁 業 を 営 も う と す る 者 は □ 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ

る 区 域 に お い て は □ 中 欄 に 掲 げ る 漁 法 ご と に □ そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 期 間 内

は □ 操 業 を し て は な ら な い □  

広  島  県  

熊  本  県  

長  崎  県  

佐  賀  県  

福  岡  県  
山  口  県  

県  名  

九   隻  

一   隻  

九 十 五   隻  

二 十 二   隻  

八 十 六   隻  

五 十 八   隻  

承 認 隻 数 上 限  
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Ｃ 海 域  

  規 制 海 域 の う ち □ Ａ 海 域 □

Ｂ 海 域 □ Ｄ 海 域 □ Ｅ 海 域 を

除 く 海 域 □   

Ｂ 海 域  

   次 に 掲 げ る 線 以 東 の 規 制

海 域 □ た だ し □ Ａ 海 域 を 除

く □  

 一  東 経 百 二 十 九 度 四 十

分 の 線 と 長 崎 県 壱 岐 市

湯 本 湾 の 最 大 高 潮 時 海

岸 線 と の 交 点 □ 次 号 に

お い て □ Ａ 点 □ と い

う □ □ か ら 正 北 の 線  

 二  Ａ 点 か ら 長 崎 県 壱 岐   

市 筒 城 崎 に 至 る 直 線 及   

び 長 崎 県 壱 岐 市 筒 城 崎   

か ら 佐 賀 県 唐 津 市 神 集   

島 北 端 を 経 て 佐 賀 県 唐   

津 市 浜 崎 に 至 る 直 線 を   

結 ん だ 線  

Ａ 海 域  

 北 緯 三 十 四 度 四 十 分 四

十 □ 三 秒 □ 東 経 百 三 十 一 度

四 十 一 分 三 十 五 秒 の 点 か ら

北 西 の 線 以 東 の 海 域  

区  域  

底  縄  

浮  縄  

浮  縄  

浮  縄 

底  縄  
浮  縄  

漁  法  

令 和 六 年 五 月 一 日 か ら 九 月 三 十 日 ま

で 及 び 令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 四 月 三

十 日 ま で  

令 和 六 年 五 月 一 日 か ら 九 月 三 十 日 ま

で 及 び 令 和 七 年 三 月 二 十 一 日 か ら 四

月 三 十 日 ま で  

令 和 六 年 五 月 一 日 か ら 八 月 三 十 一 日

ま で 及 び 令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 四 月

三 十 日 ま で  

令 和 六 年 五 月 一 日 か ら 十 一 月 三 十

日 ま で 及 び 令 和 七 年 三 月 二 十 一 日 か

ら 四 月 三 十 日 ま で  

令 和 六 年 五 月 一 日 か ら 八 月 三 十 一

日 ま で 及 び 令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 四

月 三 十 日 ま で  

令 和 六 年 五 月 一 日 か ら 十 二 月 九 日

ま で 及 び 令 和 七 年 三 月 二 十 一 日 か ら

四 月 三 十 日 ま で  

期  間  
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□ 表 中 の 緯 度 ・ 経 度 は 日 本 測 地 系 □  

９  小 型 魚 の 再 放 流  

と ら ふ ぐ は え 縄 漁 業 を 営 む 者 は □ 規 制 海 域 に お い て は 全 長 三 十 セ ン チ メ □ ト ル 以

下 の と ら ふ ぐ は □ 直 ち に 放 流 し な け れ ば な ら な い □  

 

10  漁 獲 成 績 報 告 書  

２ の 承 認 を 受 け た 者 及 び ７ の 届 出 を し た 者 は □ 当 該 承 認 又 は 届 出 に 係 る 漁 業 の 漁

獲 成 績 報 告 書 を 委 員 会 へ 提 出 し な け れ ば な ら な い □  

 

11  取 扱 要 領  

こ の 指 示 に 定 め る も の の ほ か □ 操 業 の 承 認 及 び 届 出 等 に 関 す る 取 扱 い に つ い て

は □ 委 員 会 が 別 に 定 め る □  

 

12  指 示 の 有 効 期 間  

こ の 指 示 の 有 効 期 間 は □ 令 和 六 年 五 月 一 日 か ら 令 和 七 年 五 月 三 十 一 日 ま で と す る □  

Ｅ 海 域  

  次 に 掲 げ る 直 線 及 び 陸 岸

に よ □ て 囲 ま れ た 海 域 □  

 一  長 崎 県 長 崎 市 権 現 山

  三 角 点 か ら 同 県 同 市 大

  立 神 灯 台 に 至 る 直 線  

 二  長 崎 県 長 崎 市 大 立 神

  灯 台 か ら 熊 本 県 天 草 市

  魚 貫 崎 に 至 る 直 線  

 三  長 崎 県 南 島 原 市 瀬 詰

  崎 か ら 熊 本 県 天 草 市 天

  神 山 に 至 る 直 線  

Ｄ 海 域  

  次 に 掲 げ る 線 に よ □ て 囲

ま れ た 海 域 □    

 一  北 緯 三 十 三 度 四 分 の

  線  

 二  北 緯 三 十 三 度 三 十 分

  の 線  

 三  東 経 百 二 十 九 度 十 分
  の 線  

 四  東 経 百 二 十 九 度 二 十

  分 の 線  

底  縄 

浮  縄 

底  縄 

浮  縄 

 令 和 六 年 五 月 一 日 か ら 十 一 月 五 日

ま で 及 び 令 和 七 年 四 月 六 日 か ら 四 月

三 十 日 ま で 

 令 和 六 年 五 月 一 日 か ら 十 一 月 五 日

ま で 及 び 令 和 七 年 四 月 六 日 か ら 四 月

三 十 日 ま で 

 令 和 六 年 五 月 一 日 か ら 十 月 三 十 一

日 ま で 及 び 令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 四

月 三 十 日 ま で 

令 和 六 年 五 月 一 日 か ら 十 月 三 十 一

日 ま で 及 び 令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 四

月 三 十 日 ま で 
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